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1．ニカラグアについて 

 

1-1．ニカラグア概観 

 ニカラグア共和国は中央アメリカ地峡に位

置する。北はホンジュラス、南はコスタリカと

国境を接し、東はカリブ海、西は太平洋に面す

る。中央アメリカ諸国では最も面積が大きく、

約 13 万平方キロメートル、人口は約 617 万人

(2014 年、世銀)である。主要産業は農牧業で

あり、主要輸出産品は、コーヒー豆、牛肉、金、

砂糖である(外務省 2015)。 

 

1-2．メソアメリカとニカラグア 

 「メソアメリカ」とよばれる地域は、メキシ

コ中南部から中米地峡にまたがる(図 1)。この

地域には、スペイン人到来時に、ピラミッド建

造物、トウモロコシ農耕、260 日暦と 365 日暦

およびそれらの組み合わせ、黒曜石の石刃石器

の製作などの文化要素が共有されていた。また、

メソアメリカは、マヤ、アステカなどの古代文

明が興亡した舞台でもあり、南米大陸のアンデ

ス地域と並んで、先スペイン期アメリカ大陸の

二つの高文明地域(核アメリカ)を形成する。 

 ニカラグア太平洋岸は、コスタリカ北西部と

ともに、メソアメリカ東南部を形成するとされ

る。この両地域をあわせ「ニコヤ文化圏」

(Greater Nicoya Subarea)と呼ばれる(図 1)。

スペイン人到来時、このニコヤ文化圏には、メ

ソアメリカ系民族集団であるオトマンゲ語族

のチョロテガ(Chorotega)とユト･アステカ語

族のニカラオ(Nicarao)が居住していた。ただ

し、これらの民族集団がニカラグア太平洋岸と

コスタリカ北西部へ移住したのは、先スペイン

期の比較的遅い時代、メソアメリカの編年で言

う古典期終末期(AD800-900)から後古典期

(AD900-1520)における出来事と考えられてい

る (Abel-Vidor 1981; Fowler 1989: 14-49; 

Newson 1987: 26-33)。 
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1-3．ニカラグア考古学史 

 ニカラグアの先スペイン期の遺跡や遺物に

関心が寄せられたのは意外と早い時期であり

19 世紀スクワイヤーが自然、民俗、考古学遺跡

の観察を含めた優れた旅行記を残し(Squier 

1852)、今世紀初めにはロスロップがコスタリ

カ、ニカラグアで調査を行い、主として土器を

扱った大著の報告書が残されている(Lothrop 

1926)。1930 年代から 1960 年代は、ニカラグ

アでは3代にわたるソモサ父子の政権下にあた

る。1929 年の世界恐慌から第二次大戦が終わ

ってしばらくは、中南米全域で考古学の調査研

究は低調であった。政治経済的に見れば、1960

年代までのニカラグアは当時中央アメリカで

最も豊かな国として、独裁政権下ながらも安定

を保っていた。しかしながら、この時期のニカ

ラグアにおける考古学の調査研究は少なく、今

日までも重要性をもつ成果も散見されるもの

の、北のメキシコ、グァテマラなどでの第二次

大戦後の調査研究の進展には比べようもなか

った。 

 1972 年の大地震で首都マナグアが壊滅する。

以後、独裁体制への反抗と武装蜂起、革命戦争

を経て、社会主義政党である FSLN(サンディ

ニスタ民族解放戦線)が政権を取り、1980 年代

のアメリカ合衆国による経済封鎖と国内を二

分する内戦が終結するまでの間は、この国が荒

廃し、最貧国へと転落する過程だった。そして、

このような状況で考古学調査が大きく進展す

ることもなかった。 

 1990 年の選挙と親米政権成立以降、内戦も

終結し、ニカラグアは安定へと向かった。首都

マナグアでの開発工事の増加から考古学調査

の件数も増加した。1995年から97年にかけて、

マナグア首都考古学プロジェクト(Proyecto 

Arqueologico de la zona metropolitana de 

Managua)が行われ、著者もこれに参加する機

会を得た(Hasegawa 1998; 長谷川 1999)。 

 2000 年代に入り、再び FSLN が政権の座に

着くが、冷戦ただ中の 1980 年代とは違って、

今日ではニカラグアとアメリカ合衆国との経

済関係は維持されており、移民などの面でも両

国のつながりは強い。このようななか、米国の

研究者もニカラグアでの考古学研究に従事し

ており、考古学調査の件数は着実に増えている。

また実施地域も、太平洋岸地域に限らず、かつ

てはほとんど手つかずだった内陸地域やカリ

ブ海岸地域にも広がっている。現在、中国系企

業 HKND(香港ニカラグア運河開発投資会社)

がパナマ運河に次ぐ太平洋と大西洋をつなぐ

第二の運河建設計画を進めており、2014 年に

は、カリブ海からサン・フアン川を遡り、ニカ

ラグア湖を経て、リバス地峡を貫く運河ルート

が発表された。これにともない建設ルートの両

岸幅 5 キロにわたって踏査がなされ、213 の考

古学的遺跡が登録され、1 万 4000 点以上の遺

物が回収された(HKND 2015)。 

 著者は、2013 年 3 月にニカラグアでの考古

学調査を再開し、ニカラグア太平洋岸地域の先

スペイン期遺跡の踏査とマナグア湖畔に所在

する 2 つの遺跡での試掘調査を行った。

2012-13 年度は科研費プロジェクト「環太平洋

の環境文明史」、2014-15 年度は同「古代アメリ

カの比較文明論」の研究分担者としてこの研究

に従事している。現地調査を再開して日は浅く、

未だ予備的な内容ではあるが、上記 2 遺跡の発

掘調査と、その他、ニカラグア太平洋岸におけ

る近年の考古学調査によって現在まで得られ
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た知見をまとめ、当該地域の先スペイン期の諸

問題について考えてみたい。 

 

2．近年のマナグア湖畔の考古学調査  

 

 ここでは、自身で発掘したチラマティーヨ遺

跡、ラ・パス・イ・レコンシリアシオン遺跡の

調査結果の概要と、その他のマナグア湖畔にお

ける近年の考古学調査について概観して、そこ

から得られた知見をまとめる。 

 

2-1．チラマティーヨ 

 チラマティーヨ遺跡(Chilamatillo)は、ニカ

ラグアの首都マナグアから北へ約 31km、ティ

ピタパ市に所在する(図 2）。マナグア湖の湖岸

から、7 メートルほどの高さの台地上にかけて、

土器や石器など大量の遺物が地表面に散乱し

ている。以前から、ときおり埋葬用とみられる

大型の甕形土器が発見される遺跡として地元

住民には知られていた。筆者は、2014 年 8 月

に初めてこの遺跡を訪れ、文化庁、ティピタパ

市、土地所有者の許可が得られたことから、土

器と炭化物のサンプルを採取する目的で同年 9

月に 10 日間にわたり試掘調査を行った

(Hasegawa 2015)。 

 上記の台地上に 2 メートル四方の試掘坑を 1

カ所発掘した(図 3)。この場所では、非常に緩

やかであるが地表面の盛り上がりが観察され、

土中に埋もれた建築が見つかることも期待さ

れた。しかし発掘の結果、建築構造は全く確認

されず、この盛り上がりは自然に形成された地

形と考えられる。遺物包含層は地表下約 1 メー

トルまでである。計 3741 点の土器片と多数の

石器を回収した。また、魚類の骨、貝殻などが

出土した。 
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この土器片を分析した結果、1598 点が既知の

土器型式に分類された。年代的には、テンピ

スケ期からオメテペ期(400BC-AD1550)まで

の土器が出土しているが、サポア期

(AD800-1350)の土器が519点(土器型式が同

定された破片数の 32.5%)、オメテペ期

(AD1350-1550)の土器が 1032 点(同 64.6%)

で大部分を占めている(写真 1)。また、土器

型式は同定できないが、特徴的な遺物として

両側に抉りが入った土器片が数多く発見され

た(写真 2)。漁労の際に用いられた網または

釣り糸に付ける錘であると考えられる。 

 そして、この遺跡から出土する石器は量も

多く、石材も多様である(写真 3)。玄武岩が

大多数であるが、チャート、石英、玉髄、そ

してごくわずかながらも黒曜石製の石器も含
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まれる。 

 

 

 以上から、この遺跡にはサポア期以降の人間

居住があったと言える。魚骨、貝殻や錘として

用いられたと思われる再加工の土器片が多く

見つかることから、漁労に大きく依存していた

生活様式がうかがえる。不定形の剥片も数多く

みられ、石器の製作が行われていた可能性も推

測できる。 

 

2-2．ラ・パス・イ・レコンシリアシオン(ラ・パス) 

 ラ・パス・イ・レコンシリアシオン遺跡(La 

Paz y Reconciliacion)は、首都マナグアから北

西へ約 5km、マテアレ市に所在する（図 2）。

マナグア湖の湖岸に所在し、特筆すべきものと

して高さ約 3 メートルのマウンド(写真 4)や環

状列石が残存している。ニカラグア太平洋岸で

は、このように地表面からある程度の高さを持

った先スペイン期の建築が残っている遺跡は

例外的である。 

 

 この遺跡はごく最近になってその存在が知

られるようになった。「ラ・パス・イ・レコン

シリアシオン」という遺跡名はスペイン語で

「平和と和解」という意味であり、当該遺跡か

らほど近くに造られた住宅地の名前から取っ

た。10 年ものあいだ国内が二分して戦ったニカ

ラグア内戦後の、国民統合を希求する雰囲気を

表した名称であるが、本稿では以後「ラ・パス」

と略記する。 

 マナグア湖の湖岸に沿って、広範囲にわたり

土器、石器などの遺物が地表面に観察される。

当該遺跡は複数の私有地にまたがっており、所

有者と連絡が取れずいまだ立ち入り許可が得

られていない部分があるので、遺跡の全体像は

つかめていない。 

 筆者は 2013 年 8 月に初めてこの遺跡を訪れ

た。マウンドの存在という重要性に鑑み調査許

可の申請を続けてきたが、2015 年 9 月によう

やく測量調査とトレンチ発掘に着手すること

ができた。時間的制約のなかで調査は 10 日間

だけとなり、次年度以降に継続される予定であ

る。 

 測量の結果、当該マウンドは直径約 20 メー

トル、高さ 2.8 メートルと判明した(図 4)。こ

のマウンドの西側斜面に 1×8 メートルのトレ
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ンチを設定して、建築構造の調査を試みた。マ

ウンド外周部の地表下約 80cm の深さに床と思

われる面を検出した(写真 5)。おそらくは、こ

れが建築面であると考えられる。いまだ落石に

覆われた状態であるが、この面にのっている土

留め壁と見られる石の並びが観察される。石は

すべて加工されていない自然石である。マウン

ドの高さから考えて、これは一段目の土留め壁

であり、上部には二段目あるいは三段目の土留

め壁をもつ階段構造の建造物ではないかと思

われるが、いまだ判然としない。 

 

 このトレンチ発掘で、土器片、石器が出土し

ている。出土している土器から見て、この遺跡

にサポア期からオメテペ期の居住があったこ

とは間違いない。よって、当該マウンドもこの

時期に建設されたものと考えられる。なお、こ

の調査の最中、マウンドから約 200m 離れた湖

の波打ち際近くから偶然埋葬が発見され、土器

と人骨を回収した。 

 いまだ発掘面積が小さく、確たることは言え

ないが、この遺跡では大規模な建築の痕跡はあ

るものの、土器の出土量は上記のチラマティー

ヨ遺跡に比べれば比較的少ない。また、動物骨

や炭などの食料調理の痕跡も、今のところ確認

されていない。 

 

2-3．オロ・ベルデ 

 オロ・ベルデ遺跡(Oro Verde)は、マナグア

の北西、シウダー・サンディーノ市に所在する

(図 2)。所在する市は異なるが、ラ・パス遺跡

とは近距離である。この地域では、住宅地の敷

地から頻繁に先スペイン期の埋葬が発見され

る。その中でも、最大規模のものが 2010 年に

発掘された。以下、報告書(Zambrana 2013)

から発掘について概観する。 

 発掘されたのは 12 平方メートルであり、計

10 の甕棺が出土した。地表下約 1 メートル前後

で出土しており、まず 7 個の甕棺が 2 列(3 個、

4 個でそれぞれ 1 列)で南北に列をなして出土
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し(写真 6)、それよりもやや深い位置でさらに

3 つの甕棺が発見されている。大きな壺形ある

いは靴形の土器に洗骨後の人骨が土器に納め

られた二次埋葬である。しばしば、彩色土器が

甕棺の蓋または副葬品として用いられている。 

 

 さらに、これらの甕棺よりもやや深い位置か

ら伸展葬で直葬された人骨が出土している。他

にも埋葬人骨らしき骨が見つかったが、保存状

態が非常に悪く、発掘は断念されたという。 

 この伸展葬の直葬という埋葬の様態はバガ

セス期に多いものだが、土器も伴わず、放射性

炭素(C14)年代測定もされていない状況で、結

論は保留される。甕棺墓について言えば、甕棺、

蓋、副葬品である土器は、すべてサポア期から

オメテペ期の土器である。 

 発掘面積が限られており、この遺跡は周囲に

広がるさらに大規模な集団墓の一部である可

能性もある。 

 

2-4．ロス・マルティネス 

 マナグア市の北西に位置する（図 2）ロス･

マルティネス遺跡(Los Martínez)では、2010

年、住宅地の拡張にともなう緊急発掘調査が行

われた。約 800 平方メートルにわたり、60 の

試掘坑が掘られ、さまざまな遺構と、約 3 万点

の土器片、石器が回収された。以下報告書

(Zambrana 2012)から調査結果を概観する。 

 土器は、テンピスケ期(400BC-AD300)の指

標となるウスルタンがほぼ全ての試掘坑で出

土している一方、バガセス期の土器は皆無、サ

ポア期以降の土器が再び出土する。興味深いこ

とに、テンピスケ期の遺構は共伴する土器や石

器から人間居住に関わるもの(住居基礎、石畳

など)であるが、サポア期の遺構は全て、石郭

墓(写真 7)、甕棺あるいは直葬と副葬土器の組

み合わせからなる埋葬である(Zambrana 

2012: 101-102)。この遺跡では、獣骨や魚骨な

どの動物遺存体は見つかっていない。ただし、

調査が開始された時点で、すでに約 40 センチ

の深さまでまで工事機械により表土がはぎ取

られており、調査者は動物遺存体を含む遺物包

含層が、調査前にすでに除去されていた可能性

にも言及している(Zambrana 2012: 103) 

 

 

2-5．ネハパ 

 ネハパ遺跡(Nejapa)はマナグア市に所在し、

マナグア湖岸から南へ約 5 キロの距離にある

(図 2)。ネハパ湖という小さな湖にほど近い。

12 のマウンドが確認されており、そのうちの 2

つが 2007 年から 2013 年まで、ニカラグア国

立自治大学(UNAN)が学生の実習をかねて発
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掘調査された(Balladares y Lechado 2013)。こ

れらは、｢マウンド 1｣と｢マウンド 5｣と名付け

られ、それぞれ直径 12.4 メートル、10.1 メー

トルであり、玄武岩などの平石を土留め壁とし

て外周に並べ、その中に詰め土を行う工法で建

築されている。マウンド 5 では、上下に重なる

2 層の床面が検出された。回収された土器片か

らは、バガセス期からオメテペ期のものが確認

されている(Balladares y Lechado 2013: 

37-39)。動植物の遺存体や炉と思われる焼け跡

が見つかっており、このマウンドは住居の土台

であると考えられる。 

 

2-6．ラス・デリシアス 

 ラス・デリシアス遺跡(Las Delicias)はマナ

グア市北東部にある（図 2）。ここも住宅地の造

成に伴い緊急発掘された。トレンチ発掘、平面

発掘および試掘坑により、計 490 平方メートル

が発掘され、50 の埋葬が出土した。報告によれ

ば、これらは全てテンピスケ期に属するもので

あり、一次埋葬と二次埋葬がある。全ての埋葬

に土器が伴っており、ボカーナ刻文土器と呼ば

れるテンピスケ期に特徴的な土器が圧倒的多

数を占める。バガセス期の土器も出土するが

(101 点)、土器型式を同定できた全出土破片数

(5704 点)の 2 パーセントに満たない(Alcaldía 

de Managua 2010: 38) 

 また、この遺跡では魚骨が多く出土する。カ

メの甲羅、アライグマの骨なども出土し、マナ

グア湖の水産資源を初めとした動物性タンパ

クが摂取されていたことが分かる。埋葬遺跡で

あると同時に、生活廃棄物も多く出土し

(Alcaldia de Managua 2010: 33)、居住区域と

埋葬区域が近接あるいは未分離であったこと

がうかがえる。 

 

3．1990 年代までのマナグア湖畔での考古学調

査結果との比較 

 

3-1．マナグア首都考古学プロジェクト 

 過去のマナグア湖周辺の広範囲な考古学調

査としては、1995-97 年に行われたマナグア首

都考古学プロジェクトがある。ニカラグア文化

庁と米国コロラド大学が共同で、開発工事によ

る破壊の危機に瀕したいくつかの遺跡を調査

してデータを収集した(Lange 1995; Lange 

1996)。筆者は 1997 年にこのプロジェクトに

参加し、自身が発掘調査したティコモ遺跡

(Sitio Ticomo)を含め、発掘調査された 4 つの

遺跡を比較して、AD800 頃とされるバガセス期

からサポア期への移行について考察した

(Hasegawa 1998; 長谷川 1999)。以下この考

察について振り返りる。 

 端的に言うと、当時発掘が行われていたマナ

グア市内の遺跡でバガセス期からサポア期へ

の連続的かつ稠密な居住があると認められる

遺跡はなかった。上記の 1990 年代に調査され

た 4 つの遺跡のうち、2 つの遺跡、ティコモ、

アカワリンカ(Acahualinca)ではバガセス期の

土器が多く出土し、サポア期に入ると土器の出

土量が激減する。残り 2 つの遺跡、ロス・プラ

セーレス(Los Placeres)、UNI：国立工業大学

構 内 遺 跡 (Universidad Nacional de 

Ingeniería)では全く逆のパターンが見られ、バ

ガセス期にはわずかしか土器が出土しないが、

サポア期に入ると出土量が急増して、オメテペ

期まで続く(遺跡の所在地については図2参照)。

そして、それらの相反する土器の出土パターン
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を示す遺跡の間には、地理的・環境的な違いは

認められない。これに、その他の表面調査が行

われた遺跡のデータや近隣地域での調査結果

を加味して検討を行った。結果、あくまでも土

器の出土量だけから得られた結論ではあるが、

バガセス期からサポア期への移行時に、マナグ

ア湖畔ではいくつかの居住地が放棄されると

ともに新しい居住地が営まれるという変化が

起こったと結論づけた(長谷川 1999: 70)。 

 この変化は、生態学的な環境や生業の変化な

どにより人々が新しい環境帯へと移動した結

果には見えない。植民地時代のヨーロッパ人が

書き残した史料には、ニカラグア太平洋岸に住

む先住民の起源について述べているものがあ

るが(Torquemada cited by Esgueva 1996: 

26-28 など)、それらによれば、ニカラグア太平

洋岸の住民、すなわちオトマンゲ語族のチョロ

テガとユト･アステカ語族のニカラオは、もと

もと北のメキシコに居住しており、いつの時代

にか南下してこの地に到来し、住み着いたとい

う。ここで取り上げた、マナグア湖周辺におけ

るバガセス期からサポア期への移行時のいく

つかの居住地の放棄と新しい居住地の建設は、

この北からの移民によって引き起こされたと

考えられる。P.ヒーリーは、ニカラグア南部の

リバス地峡で調査を行った結果から、やはり

AD800 頃に新しい土器型式が出現し、これが北

からの移住者によってもたらされたことを指

摘している(Healy 1980: 336-337)。 

 

3-2．データの統合 

 1990 年代までのマナグア首都考古学プロジ

ェクトによって導かれていた上記の図式に、近

年発掘調査されたチラマティーヨ、ラ・パス、

オロ・ベルデ、ロス・マルティネス、ネハパ、

ラス・デリシアスの各遺跡のデータを加えると

どのようになるであろうか(表 1)。 

 まず、テンピスケ期には、ラス・デリシアス

とロス・マルティネスの 2 つの遺跡で人間活動

の痕跡が濃厚である。前者は居住地、後者は居

住地と埋葬地を兼ねていると思われる。 

 続くバガセス期には双方の遺跡ともに人間

活動の痕跡が見られず、ティコモ、アカワリン

カ、ネハパの 3 つの遺跡で多くの土器が出土す
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る。オロ・ベルデでは土器はサポア期以降のも

のに限られるが、埋葬様式や層位から見ると 1

体以上の埋葬人骨がバガセス期に属する可能

性がある。 

 サポア期に入ると、大きな変化が起こる。こ

のバガセス期からサポア期への移行が、チョロ

テガの移住とそれによる新しい土器型式の導

入によって規定されるというのが従来の図式

である。ティコモ、アカワリンカでは人間活動

の痕跡は希薄になり、代わってチラマティーヨ、

ラ・パス、UNI、ロス・プラセーレスの 4 つの

遺跡で土器が急激に増加する。また、ロス・マ

ルティネスでは、バガセス期の断絶の後、埋葬

という形で再度土器が出土し始める。オロ・ベ

ルデでも、この時期に大規模な集団墓が現れる。

ただし、上記のように前時代からこの地に埋葬

がなされていた可能性がある。ネハパ遺跡は、

唯一バガセス期からサポア期にかけて、確実に

連続した居住が認められる遺跡である。 

 続く画期であるオメテペ期の開始であるが、

従来の図式では、ニカラオの到来と彼らがもた

らした一連の土器の出現がこの変化を規定す

るとされる。そして、オメテペ期にはいっても

サポア期に土器が出土したすべての遺跡で継

続して土器が出土する。この時期に断絶する遺

跡も、この時期に新たに土器が出始める遺跡も

ない。 

 このような推移に加え、自身が発掘したチ

ラマティーヨ遺跡の調査結果については、さ

らに詳述すべきことがあるが、ここでひとま

ず、ニカラグアのもう一つの大きな淡水湖で

あるニカラグア湖の周辺で行われた考古学

調査について概観し、その結果あきらかにな

った問題点に言及する。  

4．ニカラグア湖畔の考古学調査 

 

  2000 年代に入り、カラグア湖の周辺にある 3

つの遺跡で発掘調査が行われた。その結果、メ

ソアメリカ系民族集団のニカラグア太平洋岸

への移住に関する従来の図式に、深刻な疑問が

投げかけられた。 

 発掘されたのは、リバス県のサンタ・イサベ

ル遺跡(Santa Isabel)、グラナダ県のテペタテ

遺跡(Tepetate)、エル・ラヨ遺跡(El Rayo)で

ある(遺跡の所在地については図 2 参照)。 

 サンタ・イサベルは、土器から見て先スペイ

ン期の最後の時期であるオメテペ期の遺跡で

あり、スペイン人到来時にリバス地峡に居住し

たニカラオの中心的な居住地であったカウカ

ポルカ(Quauhcapolca)であると考えられた。

ニカラオの移住と、それによる当該地域のメソ

アメリカ化のプロセスを明らかにする目的で

カルガリー大学の調査団が発掘調査を行った

が、その結果は事前の予想に反するものだった

(McCafferty and Steinbrenner 2005)。 

 まず、採集された炭化物の放射性炭素(C14)

年代測定から12の年代が得られた。とこらが、

そこから見ると、この遺跡に人間居住があった

のは AD890-1280 である。つまり、スペイン人

到来直前のオメテペ期を規定するとされた土

器型式は、実は、かなり古い土器のものだった

のである。 

 さらに、土器の図像には、「羽毛の生えたヘ

ビ(Quetzal Coatl)」や「風の神(Ehecatl)」な

ど、確かに北のメキシコ、つまりメソアメリカ

の各地域と共通するものが見られる反面、その

他の遺物にはメソアメリカの文化要素とされ

るものはほとんどなかった。建築は、切石積み
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の石造プラットフォームではなく、日干しレン

ガや木舞壁造りの質素なものである。黒曜石の

石器も出土せず、祭祀に用いられる香炉も出土

しない。調理に用いられた石皿や石棒からはメ

ソアメリカの主食であるトウモロコシの痕跡

は検出されず、その代わりに湖の水産資源（魚

貝類）、野生動物、豆、ヤシが多く消費されて

いたことが分かった。 

 グラナダ県のテペタテ遺跡とエル・ラヨ遺跡

も、先スペイン期の最終時期であるオメテペ期

の居住地であると考えられており、カルガリー

大学によって発掘調査が行われた。これらの遺

跡でも上記サンタ･イサベルと同じような事実

が判明する。テペタテでは二つの C14 年代測定

から AD1030±40 と AD1140±40 という年代

が得られ、エル・ラヨでも C14 年代測定からは

AD1100-1150 頃までしか人間活動が続いてい

ないことが分かった(McCafferty 2010: 4)。な

お、エル・ラヨではバガセス期からオメテペ期

までの土器が出土しており、土器型式や埋葬様

式の変化で規定されるバガセス期からサポア

期への移行は AD750-850 頃、サポア期からオ

メテペ期への移行の年代は不明であるとされ

る。さらに、トウモロコシの栽培と消費を示す

植物遺存体や調理用具、儀礼用品としての土偶、

メソアメリカ的な切石積みの建築といった要

素は欠落しているか、ごくわずかであった。 

 要約すると、従来は絶対年代でAD1350-1550

と考えられていたオメテペ期の代表的な土器

は、実際には AD1200 以前のものである可能性

が高い。チョロテガやニカラオといった民族集

団が北から到来した後とされる時期になって

も、ニカラグア湖周辺ではメソアメリカ的な文

化要素は非常に希薄であり、はっきりそれと認

識できるものは土器に描かれた図像くらいで

ある。 

 この結果、言語学やエスノヒストリーから導

き出される結論と、考古学資料の間に重大な齟

齬が生じることになった。これに鑑みて、ニカ

ラグア湖周辺の3遺跡を調査したマカフェルテ

ィーは、メキシコからの直接的な移民が到来し

たのではなく、ホンジュラスやエルサルバドル

が移民たちの故郷であり、より「間接的な」形

態の移住が起こったのではないかと示唆する

(McCafferty 2010: 11)。 

  

5．考察 

 

 ここでは、前章で紹介した近年のニカラグア

考古学での問題点を踏まえた上で、最近のマナ

グア湖周辺の調査結果を検討する。また、ここ

では筆者が関心を持つサポア期からオメテペ

期にかけての問題にのみ言及し、それ以前の時

期については割愛する。 

 

5-1．編年上の問題 

 筆者がマナグア湖周辺で現地調査を開始し

た目的は、編年の問題を解決することである。

サンタ・イサベルなどの調査で明らかになった

ように、従来 AD1350-1550 というスペイン人

到来直前のものとされたオメテペ期の代表的

な土器が、実は AD1200 以前のサポア期の土器

であるとすれば、土器編年に空白が生じてしま

うことになる。真にスペイン人到来直前の土器

を突き止めることによってこの空白を埋め、

「ほんとうの」オメテペ期の遺跡を特定するこ

とが急務である。それにより、チョロテガ、ニ

カラオという民族集団の移住とニカラグア太
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平洋岸のメソアメリカ化というニカラグア先

スペイン期の文化史における一大事件をより

よく理解できるようになるであろう。 

 ネハパ遺跡では、調査者らがマウンド 5 の発

掘において上下に重なる二枚の床面を発見し

ている。遺物包含層が薄く、しかも層位がはっ

きりしないことが多いニカラグア太平洋岸の

遺跡では床面の重なりを検出できることは珍

しい。表 2 は、この二つの床面からの土器の出

土状況である。ちなみに「トレンチ」は、マウ

ンド5ともう一つのマウンドの関係を探るため

に両者の間を掘ったもので、ここからマウンド

5 に居住していた人々がゴミ捨て場として掘っ

たと思われる土坑が見つかり、土器片などの遺

物が出土している。 

 

 

 

 調査者であるバジャダーレスとレチャード

は、土器の出土状況を報告するのみで何ら解釈

を述べていないが(Balladares y Lechado 

2013: 37-40)、この報告は興味深い事実を示し

ている。これを見ると、バガセス期の土器が最

終居住面でも出土しており、床面を張るときの

詰め土に以前の時代に廃棄された土器片が混

じっていたと推測される。ただ、注目すべきは、

コンボ・コランダーとカスティーヨ刻文土器と

いう二つの土器型式の出土がほぼ最終居住面

からに限られることである。 

 カスティーヨ刻文土器は、短頸壺、無頸壺の

器形で、表面が研磨された暗褐色の土器である

(写真 8)。頸部に幾何学文、連続した三角形、

平行線などの細い刻文が刻まれている。コン

ボ・コランダーは、口縁部が同定できておらず

器形は不詳であるが、胴部から底部にかけて細

かい貫通孔が多くある土器であり、漉し器、ざ

るとして使用したとみられる(写真 9)。確認で

きる器形としては短頸壺がある。 
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 ネハパ遺跡での出土状況は、これら二つの型

式の土器が最終居住面である床面を造った時

点から後の時期にのみ製作･使用･廃棄された

ことを示唆している。実際、1960 年代にオメ

テペ島で調査を行ったハバーランドは、カステ

ィーヨ刻文土器と、それとよく似たラゴ黒色土

器は最終段階で出土し、前時代までの土器型式

とは様式的に隔絶していると述べている

(Haberland 1992: 110-111)。ハバーランドは

さらに、これらの土器の製作開始は、「新しい

民族の到来か、そうでなければ土器製作につい

ての新しいアイデアの伝播」とまで言い切る。

ただし彼は、新しい民族が到来したとすれば、

それはニカラオではなく、南に起源を持つ人々

ではないかと推測している(Haberland 1992: 

116)。 

 つまり、前述のようにオメテペ期とされる土

器が実際は AD1350-1550 よりもずっと古い年

代であると考えられるなかで、これらの土器は

「真に」オメテペ期の土器、つまりスペイン人

到来直前の時期の土器である可能性を有して

いる。 

 

 

 この仮説を検証すべく、チラマティーヨ遺跡

で試掘坑を発掘して、土器の出土状況を検討し

た。その結果が表 3 である。結論からいうと、

カスティーヨ刻文土器、ラゴ黒色土器、コン

ボ・コランダーともに、AD1200 以前まで年代

が引き上げられたその他のオメテペ期の土器

型式とまったく同じように出土している。少な

くともこの発掘調査からは、これら三つの土器

が他の「オメテペ期」とされる土器よりも年代

的に新しいという確証は得られなかった。 

 ただし、この出土状況から見ると、刺突文土

器(英語：Punctuated、西語：Puntuado)と暫

定的に名付けて分類した土器は上層でのみ出

土していることが注目される。これは、頸部に
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刺突文を巡らせた粗成土器であり、いまだ土器

型式としては確立されていない。器形は短頸壺

が多いようである(写真 10)。 

 

 チラマティーヨ遺跡の試掘坑の発掘では、明

確に床面と思われるような層は検出されなか

った。できる限り土質の変化を追いかけて 9 層

にわたる分層を行ったが、発掘時の印象では、

攪乱された堆積であるとの疑いを否定できな

かった。よって、上層から下層まで各層に含ま

れる土器型式が均質になっていることは攪乱

されたため堆積物が完全に混じり合ってしま

った結果であるとも考えられる。他方、刺突文

土器がほぼ4層から上の層でしか出土しないと

いう事実にも注意を払うべきであり、この土器

が他の土器型式に比べて新しい時代の土器で

ある、つまり真にオメテペ期の土器であり、ス

ペイン人到来直前の時代の標識遺物となる可

能性もある。この試掘坑の第 6 層と第 8 層から

出土した炭化物の放射性炭素(C14)年代が現在

測定作業中である。 

 仮に、チラマティーヨ遺跡の堆積が攪乱され

ていない一次堆積であり、土器型式の年代を正

確に反映しているとどうなるだろうか。結論は、

サポア期の土器とオメテペ期の土器は、やはり

ほとんど時期差が無いというニカラグア湖畔

の遺跡の調査を裏書きすることになる。サポア

期の土器とオメテペ期の各土器型式は、下層か

ら上層まで、各層でほとんど同じように出土し

ている。また、オロ・ベルデでは、サポア期の

土器とされるサカサ刷毛目文土器の甕棺に、オ

メテペ期の代表的な彩色土器とされるバジェ

ホ多彩色土器が共伴しているという例がある。

両者が年代的に完全に並行しているかどうか

はともかく、かなりの期間にわたり同時に製

作・使用されていたことは確かであろう。 

 

5-2．メソアメリカ東南辺境としてのマナグア

湖畔 

 土器の問題は以上のようなものであるが、そ

の他の出土遺構や遺物について検討する。チラ

マティーヨ遺跡では、大量の石器が出土してい

る。石材については多様であることは上述の通

りだが、その中でメソアメリカ的な要素である

黒曜石製石器が非常に少ないことは注目され

る。未だ詳細に分析はなされていないが、発掘

の過程で目についたものは非常に小さな剥片

が 3 点のみであった。同じく筆者が発掘した

ラ・パスでも、未だ発掘面積が小さいとはいえ、

1 点の小破片のみの出土にとどまる。ネハパで

は、打製石器の石材としては玄武岩についで黒

曜石が上げられているが、数量は記されていな

い(Valladares and Rechado 2013: 36)。また、

ロス・マルティネスでは、筆者が行った発掘よ

りも遥かに広範囲な発掘を行っているにもか

かわらず、出土総数は 10 点にとどまる

(Zambrana 2012: 105-109)。それらはすべて、

ごく小さな破片・剥片であり、石刃やその破片

は見られなかったという(J. Zambrana 私信)。 
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 マナグア湖畔の諸遺跡での調査結果は、ニカ

ラグア湖畔の遺跡で指摘された傾向と一致し

ているように見える。テペタテでは黒曜石製石

器が出土総数の 8 パーセントを占めたものの、

サンタ・イサベルとエル・ラヨでは、1 パーセ

ントにとどまる(McCafferty 2010: 9)。 

 建築についても検討したい。チラマティーヨ

遺跡では建築の痕跡は全く確認できず、ラ・パ

スでは、高さ約 3 メートルのマウンドがあるも

のの、内部の建築構造は自然石を積み上げて土

留め壁を造っただけのものである。ネハパ遺跡

のマウンドは、やはり自然石を用いて住居の基

壇としたもので、高くても 1 メートル程度であ

る。そもそもネハパ遺跡のマウンドは円形であ

り、それに対して、メソアメリカにおける建物

は方形のプランを持つ。ロス・マルティネス遺

跡では、ここで問題とするサポア期とオメテペ

期の建造物は見つかっておらず、オロ・ベルデ

でも発見されているのは埋葬のみである。 

 マナグア湖畔の諸遺跡でメソアメリカの神

殿ピラミッドのような切石積みの建造物が見

つからないという状況は、ニカラグア湖畔も同

様である。上記のように、サンタ･イサベルで

マウンドが発掘された結果、アドベ(日干しレ

ンガ)とバハレケ(木舞壁)が建築に用いられて

い た こ と が 判 明 し た (McCafferty and 

Steinbrenner 2005: 137)。調査者は、この遺跡

のマウンドは古い建造物のがれきの上に新し

い建造物を建築することによって堆積したも

のであり、メソアメリカで通常マウンドと呼ば

れる土留め壁と詰め土の建造物が崩れたもの

ではないとしている(McCafferty 2010: 6)。 

 唯一いくぶんでもメソアメリカ的ともいえる

建築として挙げることができるのは、エル・ラ

ヨ遺跡の幅 1 メートルの石壁と 1×2 メートル

の石造建造物である。前者は基壇の土留め壁で

あると考えられるが、壁の石に挟まった土器か

ら見るとバガセス期のものである。後者は、近

接するサポア期の埋葬と関連する遺構である

と推測されるという(McCafferty 2010: 6)。 

 現在までの結論としては、ニカラグア湖畔の

遺跡でも、マナグア湖畔の遺跡でも、メソアメ

リカ的な建築はほぼ見られない。この点に関し

ては、16 世紀の年代記作者もその著述の中で

「泥と木材と植物の茎で造り、わらで覆われて

いる」と述べているとおりであり(Oviedo 

1976: 363 など)、考古学資料と合致している。 

 食生活を復元するための遺物についてはど

うであろうか。ニカラグア湖畔の遺跡の調査で

は、メソアメリカの主食であるトウモロコシの

痕跡が見つからないことはすでに述べたとお

りである。それを最も端的に示しているのが、

トルティーヤ(トウモロコシのパン)を焼くた

めのコマル(comal)と呼ばれる土製フライパン

あるいは大皿の欠如であり(McCafferty and 

Steinbrenner 2005: 144)、これはニカラオやチ

ョロテガなどメソアメリカ系民族集団の故郷

とされるメキシコでは頻繁に遺跡から発見さ

れる。また、有機土壌や調理具と見られる石器

に付着した残存物のプラント・オパール分析で

も、トウモロコシの痕跡は発見されなかった

(McCafferty 2010: 5)。 

 筆者が行った二つの発掘調査でも、コマルと

思われる土器片は皆無であり、マナグア湖畔の

他の遺跡でも報告例はない。トウモロコシを初

めとした植物の調理に用いられる石皿や石棒

についてはどうであろうか。チラマティーヨ遺

跡では、石器の詳細な分析は未だなされていな
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い。石皿の破片と思われる大型の磨製石器も現

在分かっている限りでは1点だけ出土している

が、圧倒的多数の石器は尖頭器を含む打製石器

である。マナグア湖畔で、出土した石器の器種

組成が報告されている唯一の遺跡はネハパで

ある。これを見ると、計 47 点出土した石器の

うち大型磨製石器は 3 点である(Balladares y 

Lechado 2013: 36, Grafico. 5)。これを少ない

とみるかどうかは判断が分かれる。いずれにせ

よ、このネハパ遺跡も含めて、マナグア湖畔の

遺跡の場合、花粉分析やプラント･オパール分

析は行われていない。よって、トウモロコシの

欠如という現象を直接的に指摘することはで

きず、コマルの欠如が間接的にそれを示唆して

いるに過ぎない。 

 生業あるいは食生活に関連する遺物として

は、チラマティーヨ遺跡で発見された両側に抉

りが入った大量の土器片が注目される。これら

は漁労の際に釣り糸や網に付ける錘として用

いられたと推測される。同遺跡では魚骨も出土

しており、この地に住んだ人々が湖の水産資源

に大きく依存しながら生活していたことがう

かがえる。魚骨はネハパ遺跡でも出土している

(Balladares y Lechado 2013: 36)。オロ･ベル

デとロス・マルティネスでは、埋葬地という遺

跡の性格上、魚骨を初めとした動物遺存体は発

見されていない。ただ、ラス・デリシアスは居

住地と埋葬地という両方の性格を併せ持つ遺

跡であり、ここでも魚骨は大量に発見されてい

る。ラス・デリシアスは、ここで問題にしてい

るサポア期・オメテペ期ではなく、それより遥

かに古いテンピスケ期の遺跡であるが、マナグ

ア湖畔に住む人々が古くから湖の水産資源を

活用していたことを示している。 

 ニカラグア湖畔の遺跡でもこの傾向は同じ

である(McCafferty 2010: 4-5)。サンタ・イサ

ベルでも、エル・ラヨでも魚骨は大量に出土し

ており、釣り針、漁網につける土製の錘も出土

が確認されている。サンタ・イサベルでは、シ

カの骨をはじめアルマジロ、各種鳥類とは虫類

の動物遺存体も多く出土しており、狩猟･漁労

が盛んであったことがうかがわれる。 

 トウモロコシ農耕民というメソアメリカ系

民族集団のイメージとは裏腹に、マナグア湖畔

に住み着いた人々は、チラマティーヨ遺跡に見

られるように、湖からとれる食料に大きく依存

しながら、石材の交易や石器の製作を営んでい

たという心象を持つ。その立地からして、石材

の交易もやはり湖を通して行われていたのだ

ろう。チラマティーヨ遺跡に見られる石材は多

様であり、そのすべてを近隣の露頭などから得

たとは思えない。そして、その中に黒曜石がほ

とんど含まれないことからは、彼らの交易網が

北のホンジュラスやグアテマラ、つまりメソア

メリカ中心部までは延びていなかったことが

うかがえるのである。 

 

5-3．多様性 

 本稿では、近年調査が行われた、あるいは調

査が継続中であるマナグア湖畔の遺跡につい

て網羅的に概観してきた。いまだその数は少な

く、結論を得るにはデータが少ないが、現在ま

でに得られた知見にもう一つ付け加えるとす

ると、マナグア湖畔の遺跡には多様性が見られ

るということである。 

 建築の面からいえば、高さ 3 メートル近く、

おそらく埋葬あるいは祭祀用の公共建造物た

るマウンドを有するラ・パス遺跡、それよりは
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かなり小規模な円形の住居基壇が多数見られ

るネハパ遺跡がある。その一方で、チラマティ

ーヨでは、土器その他の生活廃棄物からは人間

活動の濃厚な痕跡が認められるにもかかわら

ず、試掘からも、その周辺の地表面の観察から

も建築活動の痕跡は全く確認されなかった。お

そらくは、有機質の材料で簡素な建造物を営ん

でいたと思われる。 

 ロス・マルティネスでは、建築と呼べそうな

ものは石郭墓が出土したのみである。この遺跡

の居住区画は離れたところにあったと考えら

れ、その様態については未だ不明である。オ

ロ・ベルデ遺跡でも、発見されたのは集団墓だ

けである。この埋葬を営んだ人々の居住区に生

活用の建造物が存在するとすれば、やはり、そ

れはすでに発掘された場所からは離れている

のであろう。ただし、オロ・ベルデの埋葬で、

サポア期以降と確定したものはすべて甕棺墓

であるのに対して、ロス・マルティネスでは、

石郭墓、甕棺墓、直葬と 3 種類の形態が認めら

れる。 

 このようにマナグア湖畔のサポア期からオ

メテペ期の遺跡で見られる考古学的文化に大

きな多様性があるという心象が果たして正し

いのかどうか、またそのような多様性が存在す

るとして、その多様性はこの地で活動を行った

先スペイン期の人々の文化的アイデンティテ

ィーをどの程度反映しているのかは、今後の調

査の進展を待たなければならない。 

 

6．結論と今後の展望 

 チョロテガとニカラオという、スペイン人到

来時にニカラグア太平洋岸に居住していた民

族は、いつ頃、どのようにしてこの地に移住し

て、居住を確立したのか。2000 年代からのニ

カラグア湖畔の遺跡の調査では、AD800 頃から

始まるサポア期を規定する土器がチョロテガ

によってもたらされたものであり、AD1350 頃

に始まるオメテペ期を規定する土器が、遅れて

到着したニカラオによってもたらされたとす

る従来の定説にたいして強烈な反論が投げか

けられた。本稿で取り上げたマナグア湖畔の考

古学調査の結果からは、この反論が的を射てい

るものであると結論づけられる。筆者が行った

チラマティーヨ遺跡の発掘調査からも、その他

のマナグア湖畔における遺跡の発掘調査の結

果からも、サポア期の土器とオメテペ期の土器

のあいだには、層位的つまり時間的な前後関係

は認められない。もしも、「サポア期の土器＝

チョロテガ、オメテペ期の土器＝ニカラオ」と

いう図式が正しければ、これらの二つの民族集

団はほぼ同時か、あるいは短い間隔を置いただ

けで相前後してニカラグア太平洋岸へと移住

したと考えられる。 

 AD800 頃とされるバガセス期からサポア期

への移行時、あるいはそれから程なくしてニカ

ラオがニカラグア太平洋岸に到来したとして、

彼らはなぜそこでスペイン人到来までの700年

近くを過ごし、さらに南へと移住しなかったの

だろうか。そもそも、なぜニカラオはニカラグ

ア太平洋岸にやってきたのだろうか。  

 ニカラオはユト・アステカ語族に属する。ア

メリカ大陸の先住民言語が非常に多様であり、

各言語が狭い範囲の分布を示すことはつとに

知られている。ユーラシア大陸のインド・ヨー

ロッパ語族やシナ・チベット語属のような広大

な範囲に広がる言語はなかった。このことは、

各地の民族集団が比較的孤立して、その居住地
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域からあまり移動しなかったことの証左とと

れる。そのようななか、ユト・アステカ語族は、

メキシコ北方の乾燥地帯からメソアメリカに

侵入してメキシコ中央高原にアステカ王国を

打ち立て、その分派のニカラオはメソアメリカ

を突き抜けて、ニカラグア太平洋岸にまで達し

た。アメリカ大陸では例外的に広範囲に分布す

る語族を形成している。 

 ユト・アステカ語族の南下が、なぜニカラグ

ア太平洋まで及んだのか、そしてなぜそこで止

まったのかは簡単に答えが出せる問いではな

い。ただし、なぜそれ以上南下しなかったかと

いう問いについては、一つの見通しを示すこと

ができるだろう。 

 本稿で紹介した「オメテペ期」の遺跡が、真

にニカラオによって居住されたものであると

するならば、発掘調査から見えてくる彼らの生

活様式は、故郷である北のメソアメリカとは著

しく異なるものである。特に建築や食生活にそ

の違いが顕著であり、北のメソアメリカ中心部

との交易の指標となる黒曜石もまれである。異

なる環境帯に適応しながらの移住に時間を要

し、遠く離れるにつれ、故郷との結びつきも薄

れていったのだろうか。 

 先スペイン期アメリカ大陸の文化史におけ

るこの重大な出来事を解明するために、マナグ

ア湖畔でさらなる調査と土器編年の修正、そし

て生態学的な視点からの研究を行うことが求

められている。 
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